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Ⅰ　はじめに
　プレゼンスは、心理療法全般でその重要性が
種々に述べられており、心理療法における技術
や理論よりもまずはプレゼンスが重要であると
されている。フォーカシングにおいても、フォ
ーカシング指向心理療法を提唱したユージン・
ジェンドリン（Gendlin,E.T.）が、そしてジェ
ンドリンに心理療法を教え、共同研究をし、カ
ウンセリングの基礎を築いたカール・ロジャー
ズ（Rogers,C.R.）がともにプレゼンスについ
て述べている。先に、ジェンドリンの記述を見
てみよう。
　I want to start with the most important 
thing I have to say: The essence of working 
with another person is to be present as a 
living being. ・・・What matters is to be a 
human being with another human being, to 
recognize the other person as another being 
in there. （Gendlin, 1990 p.205） 
　ロジャーズの記述は以下のとおりである。
　When I am at my best, as a group facilitator 
or as a therapist,  I discover another 
characteristic. I ﬁ nd that when I am closest to 
my inner, intuitive self, when I am somehow 
in touch with the unknown in me, when 
perhaps I am in a slightly altered state of 
consciousness, then whatever I do seems to be 
full of healing. Then, simply my presence is 
releasing and helpful to the other. There is 
nothing I can do to force this experience, but 
when I can relax and be close to the 
transcendental core of me, then I may behave 
in strange and impuls ive ways in the 
relationship, ways which I cannot justify 
rationally, which have nothing to do with my 
thought processes.  But these strange 
behaviors turn out to be rigtht, in some odd 
way: it seems that my inner spirit has reached 
out and touched the inner spirit of the other. 
Our relationship transcends itself and 
becomes a part of something larger. Profound 
growth and healing and energy are present. 
（Rogers, 1980 p.129）
　続いてロジャーズは、この現象をエンカウン
ターグループの中でも体験し、参加者の一人が
次のように述べていることを紹介している。
　I found it to be a profound spiritual 
experience. I felt the oneness of spirit in the 
community. We breathed together, felt 
together, even spoke for one another. I felt the 
power of the ‘life force’that infuses each of us
－whatever that is. I felt its presence without 
the usual barricades of ‘me-ness’ or ‘you-
ness’－it was like a meditative experience 
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when  I  f e e l  myse l f  a s  a  c en t e r  o f 
consciousness, very much a part of the 
broader, universal consciousness. And yet 
with that extraordinary sense of oneness, the 
separateness of each person present has never 
been more clearly preserved. （Rogers, 1980 
pp.129-130）
   ジェンドリンが重要だと示したプレゼンスに
ついての言及は種々にあり（日笠、2003；池見、
1999，2002，2005；土江、2008；ワイザー・コ
ーネル／マクギャバン、2005）、上記のロジャ
ーズが記述したプレゼンスについても、パーソ
ン・センタード・アプローチにおいて多くの議
論がある（矢野、2006；2007）。しかし、心理
療法全般においても、フォーカシングやパーソ
ン・センタード・アプローチにおいても、プレ
ゼンスは重要であると示され、種々の言及はあ
るものの、具体的にどのような現象であるかは、
明確に捉えられない。つまりプレゼンスについ
て言及はあるものの、定義は存在しない。
   さらにこれらは、上記ロジャーズの記述の中
での参加者の言葉以外は、いずれもセラピスト
側からの言及である。しかし、セラピストがど
のようにプレゼンスをもっているかを感じるの
は、クライエントであり、セラピストが、自分
はプレゼンスをもっていると断言したり、示し
たりすることは困難である。たとえば、フォー
カシングセッションにおけるクライエント体験
（フォーカサー、話し手体験）において、この
人（リスナー、聴き手）の前では安心して話せ
たり、話初めには予想もしなかったことを話す
ことになったが、別の人の前では話せなくなる、
あるいは、この人（リスナー）と一緒にいると、
自由に感じられ連想が豊かに広がるが、別の人
とでは感じられる感じが止まったり、何かが邪
魔をして自由に感じられない、さらには、この
人（リスナー）と一緒にいるとこの場全体が安
心できる感じであるが、この人（リスナー）と
は何か落ち着かないなどの体験があることは、
経験的に知られている。つまりセラピスト（リ
スナー）によって違いがある。それは、単にセ
ラピストの技量やオリエンテーションの違いで
はなく、その人（セラピスト）から感じられる
雰囲気、あるいはその人がいる場全体から感じ
られる雰囲気のようなものであると言える。し
かし、雰囲気と片付けてしまうと、プレゼンス
を捉えることはできなくなってしまい、研究と
して扱うのも難しい。
　プレゼンスは、池見（2005）の「クライエン
トに感じられてくるべきものが感じられてくる
ような治療者の存在のあり方」（池見、2005 
p.11）と表現されていたり、「再構成化」（ジェ
ンドリン、1999 p.205）の概念で言い表されて
いたりする。しかし、これらの記述や、上記で
見たように種々に記述されてはいるが、これら
の記述は定義ではないし、プレゼンスについて
の定義は未だ存在しないと言える。さらに、記
述はセラピスト側のものである。そこで、本論
では、セラピストのプレゼンスを感じるのはク
ライエントであることから、クライエントから
見たプレゼンスを記述し探ることによって、プ
レゼンスの側面を明らかにすることを目的とす
る。これは、これまでほとんど論じられていな
かった側面であり、クライエントから見たプレ
ゼンスは、上記で示したセラピストの記述とは
異なる側面が現れると考えられる。提示するの
は、クライエント（筆者）が体験したフォーカ
シングセッションの逐語記録と、クライエント
の内省報告であり、これらを観察することによ
って、セラピストのプレゼンスの様相を探る。
このような手法は事例研究法（吉良、2002 
pp.16-18）に準ずるものと考える。
　なお、以下で用いる用語について補足する。
セッションは、継続セッションであるため、聴
き手がセラピスト、話し手がクライエントとみ
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なされるが、ここでは、フォーカシングで通常
使われている用語、話し手を「フォーカサー」、
聴き手を「リスナー」と呼ぶ。
Ⅱ　あるセッション記録より
　はじめに、逐語記録を提示する。以下は、筆
者がフォーカサーであるフォーカシングセッシ
ョン全６回（X年９月からX＋１年２月、最終
回は振り返りセッション）のうちの第５回目の
逐語記録である。面接はMDに録音され、フォ
ーカサーによって記録された。また毎回セッシ
ョン終了後、フォーカサーは感想を書き、振り
返りを行い、内省報告として記述していた。上
記にも示したが、本論においてはプレゼンスを
クライエントの視点より探るために、フォーカ
サーがリスナーのプレゼンスをとくに感じたセ
ッションである第５回目を取り上げ、ここから
考察する。以下の記録は、約50分のセッション
が始まってから間もなくのところからである。
セッションの初めにフォーカサーは前回のセッ
ションの感想や最近の状況について話していた。
そのうちある出来事が思い浮かび、話始めたと
ころからの記録である。F：フォーカサー、L：
リスナーを表す。記録内の時間は沈黙の時間、
フォーカサーの発言の（）内はリスナーの相槌、
言葉、リスナーの発言の（）内はフォーカサー
の相槌である。太字の部分は、リスナーの応答
など観察できることを筆者が記述したものであ
る。応答とプレゼンスについては後に考察する。
F１： ＜９秒＞　その、ちょっとあまり話せな
い（はいはい）、具体的には話せないけ
ど（うんうんうん）、今そのことを思う
とね（うん）、すごく悔しい感じがする
んです。
L１： はー、悔しい。
F２： うん、すごく悔しい（ふーん）。＜30秒＞
うん・・・子どものときのことなので
（ふんふん）、そのときに自分がどんなふ
うに思っていたのかっていうのはよくわ
からない（ふんふん）。うーん、でも今
思ったらすごく悔しい（ふーん）。う
ん・・＜９秒＞　なんで逃れなかったん
だろうなあって、いう感じが、あります。
L２： 今から思うと、なんで逃れなかったのか
なって。
F３： うん、うん（うん）。＜13秒＞　でもそ
れを、多分、・・それなりにこう自分が
受けたことを（うんうん）、それなりに
よそに向けてたんだろうなあと（うん）
思って・・。そのときはなんとか（うん
うん）多分やってたと思うんですけど
（うんうん）、でも覚えてますよね、大人
になっても（うん）、覚えているし（う
ん）なんか残ってる。
L３： あー、そのことを覚えているし、（うん）
なんか残ってるなあ（うんうんうん）と
思う。
F４： いやな感じとか（ほー）、でも今は悔し
いが一番大きいんだけど（ふーん）。うん。
腹が立つもあるかなあ（うーん）。＜58
秒＞　
L４： 今は何か（うん）思い浮かべているんで
すか。
F５： そういうのって、どうやったら乗り切れ
るんだろう。
L５： その腹立たしさとか、悔しさとか？
F６： うん、・・何か残っている感じというの
は、・・（うん）うん、多分いろんな、あ、
違うな（うーん）
L６： じゃあいろんな、残ってる感じが何だろ
うって（うん）、うん。
リスナーはフェルトセンスに注意を向
けている。
F７： うん、それは私がね、今生きてる中でも、
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いろんなときに影響しているような気が
（あー）するんです（あー、はあはあ）。
L７： その残っている感じってどんなです？
リスナーは再び「残ってる感じ」に戻
し、フォーカサーは、やっと次に残っ
てる感じをじっくり感じる。
F８： 残ってる感じはね・・。うん、・・後味
が悪いような（ふーん）、・・へばりつい
たような、べちゃーと（ふーん）、あ、
はがしたいのにはがれないような（はが
したい）
L８： べちゃってはりついていて（うん）。
F９： あ、そうだ、はがしたい、はがしたいん
だけど、はがせない（ふーん）。＜24秒＞
L９： なんか、何かがべちゃっとはりついてい
て（うん）、それをはがしたいというふ
うに思うんだけど（うん）、はりついて
いるものそれ自体は（うん）、はりつい
て何をしようとしているんかな。何か、
伝えようとしているんだろうか。
リスナーは、“はりついているものそ
れ自体は・・・”とフェルトセンスに
問いかけている。
F10： ＜58秒＞　はがそうと思えば思うほど
（ふんふんふん）、もっとひっついてきて
て（ふんふんふんふんふん）、フェンス
のようになってきている。（えっ？）フ
ェンス。
フェルトセンスは感じられている本人
が無理に何かをしようとすると反対の
方向に動く性質がある。
L10： フェンスみたいに、ふーん。
F11： 守ってる感じなんですよね（はー）。
L11： じゃ、自分ではそれを、はがそうとして
いるけど、それ自体は、なんかフェンス
みたいに（うん）自分を守ってるような
（うんうん）、感じもあるわけ。
F12： うん、なんかはがそうと思えばがっと囲
むような（囲むような）感じ（うーんう
ーん）。
L12： それはなんか守ってくれてるんかなあっ
ていうふうに、ちょっとこう見てみると
どうですか。
リスナーは、フェルトセンスそのもの
に問いかけている。
F13： ＜33秒＞　うーん、なんか、守ってるん
じゃない、っていう感じで（うん）、す
ごいなんか、力がある。・・うん・・。
L13： 守ってるんじゃない？
リスナーは「守っているのか」「守っ
ていないのか」を確認している。
F14： 守ってるよ。
L14： 守っているよ、っていう意味ね、そうい
う感じで力をもってるんですね。ふーん。
F15： ＜23秒＞　なんか（うん）危険から守っ
てる（うん）っていう感じですよね（う
ーんうんうん）。＜33秒＞　なんか今自
分の中で（うん）すごく（うんうん）、
あのー、なんだろう、なんていうのかな、
葛藤しているというか（あーはいはい）、
なんだろう、不思議なことが起こってい
るというか（うんうん）、あの、その、
守ってる（うんうんうん）というのは、
すごく、なんていうんだろう、すごく感
じられるんだけど（うんうんうん）、でも、
その自分が（うん）、いやなことを思い
浮かんだときに（うんうん）、それが出
てきて（ふんふん）、で、はがしたいん
だけど（うんうん）、はがれなくて（う
んうん）、はがそうと思えば思うほど（う
んうん）、なんか（うん）、強固になって
く（ふんふん、）感じがあって（ふんふん、
うんうん）。それはどうやら守ってる（う
んうん）、なんかそれはなんかわかる（う
んうん）、伝わってくる、で、なんか危
険から守ってるんだ、っていうのも（ふ
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んふんふん）、なんかわかる（ふんふん）、
でも、・・なんだろう、いやなことは、
私にとってはいやなこと、なんですよね
（はー）、いやな事実はいやなんですよね
（あー）。
L15： それは、自分を、はがそうと思ってるけ
ど、実は守ってくれてるのはわかる（う
ん）、それは感じられる（うん）。だけど、
いやな。
F16： うん、それはね、なんかね、頭の方です
ごく大きいような気がするんです（あー）。
L16： 頭がいやがってる。
F17： そう（うんうん）。うん。だからなんか
けんかしている感じ（笑い）（けんかし
てるね、けんかしてるねえ）、すごいけ
んかしている感じが（ふーん）する。う
ん・・＜20秒＞　もうちょっと聞いてみ
るていうか、見てみます。
L17： はいはい。
F18： ＜40秒＞　なんかその（うんうん）守っ
てる感じはすごくひよわになってきて
（うんうん）、なんかものすごく別なエネ
ルギーが（うーん）あるような感じがす
るんです（ふーん）。うん。
L18： 別なエネルギー
F19： うん、なんかこう、うずまいているよう
な（へええ）、割と強い（ふーんふん）。
で、それが（うんうん）、あるから、な
んかフェンスみたいなのがふにゃふにゃ
ふにゃあって（笑い）（ふーん）なって
しまって。
L19： それは、え、それは頭からきているやつ
ではなくって？
リスナーは確認をする。
F20： わからない。（わからない）うん。
L20： なんかでもうずまきみたいな（うんうん）
エネルギーがある。
リスナーは、フォーカサーの理解、感
じられている感じに戻っている。
F21： うん、なんかそれよりも強いエネルギー
が（強い）どーっと流れ込んだような感
じ（へぇー）です。
L21： すごい。これは何なんだろう（うん）。
うん、うずまきみたい。
リスナーは新たなフェルトセンスに注
意を向けている。
F22： 今日の風みたいな、びゅーって、ふふ。
L22： 今日の風
F23： 強い
L23： 強いですね。うん。
F24： ＜14秒＞（息）うん、しかもそれが（う
んうん）、なんだろう、このあたり［フ
ォーカサーは胸のあたりを指している］
に、幅があるとしたら（うんうん）、あの、
表の方ではなくって（うんうん）、ちょ
っとこう深い、こういう、中に入った深
いところで（ふんふん）、深ーい（ふん
ふん）ところで感じられているような
（うーん）。
L24： で、うずまいてる？うずまいてる？
リスナーはどのようなフェルトセンス
か確認している。
F25： うずまいて、うずはまいてない、こうは
まいてないけど、なんか、こう、（何か
風みたいに）そう、どこかからか、ぶお
っとやってきた（はぁー）感じ。
L25： ふーん。何がやってきたんだろう。何か
浮かびますか。その・・何か。
　　 ＜110秒＞　どうですか、何か浮かんでま
すか。
リスナーはフェルトセンスにさらなる
明在化の注意を向けている。
F26： うん・・＜52秒＞　風のような感じがす
るんです（ふーん）。こう吹いてるんで
すね（うん）。だから、あの、この辺に
落ちているものが（あー）、こう、あの、
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きれいにされるって感じ（はいはいはい）。
落ちているものを（はいはい）、さっと
（さっとね）。
L26： 何かこう洗い流すような、風で吹き飛ば
すみたいな。
リスナーは、「洗い流す」「吹き飛ば
す」という言葉を返している。
F27： うんうん、そうです。そうです。（吹き
飛ばす）（ふーん）・・・で、吹き飛ばし
ている（ふんふん）前っていうか、私に
とっては奥（ふんふん）なんですけど、
に、なんか扉のような感じがあって（ふ
んふん）、フェンスだったのが小さくな
って（ふんふん）、玄関扉みたいなん、
ありますよね（ふんふんふん）。扉、家
に入る前の、
L27： 門みたいな（そうそうそう）、ゲートみ
たいね。
「門」「ゲート」は次のフォーカサー
の言葉から、フォーカサーの助けにな
っていると考えられる。
F28： そういうのがあって（ふんふんふ
ん）、・・で、エネルギーをもっているそ
の風のような感じは（ふんふん）、最初
はすごいなんかごーっていう感じ（ふん
ふん）だったんですけど、この勢いはあ
るんですけど（ふん）、ちょっと静かな
んです（ふーん）。
L28： じゃあ、なんかその辺に落ちているもの
を、その風が吹き飛ばして（うん）、
フェンスだったものが、今度は出入り可
能な（うん）ゲート、門（うん）みたい
なものになって（うんうん）、で今は静
かになっている。（うんうん）
F29： ＜12秒＞　ごーときているときは（うん）、
それが何なのか（うんうん）、とにかく
エネルギーをもっているみたいな、力が
ある（ふん）という感じで（うん）、ち
ょっと不可解な（あーはいはい）、感じ
だったんですけど、今は了解可能ってい
う感じなんです（笑い）。（はあはあ、な
るほどね、うん）＜86秒＞（息）
L29： 今は、どうですか。
F30： うん、・・なんかこう吹いているのが
（うん）、あのー、変化するかなと思った
んですけど（うん）、変化をするのでは
なくって、うん、なんか私と一体化して
いるような感じがするんです。
L30： こう、こういうふうに吹いてるのが？
リスナーは確認を行っている。
F31： そう、（うん）それは私の力なのかな、
（あーうんうん）っていうのがあって。
＜８秒＞なんか吹き飛ばされたかのよう
に、あの、紙とかがひらひらひらっ（は
いはいはい）て、上がりますよね（はあ
はあ）。そんな感じでいやなこと、って
いうのも（あー）飛び散っているような
（あー、なるほど。ふーん）、なんかただ
の紙切れみたいに（はあはあ）、ふわー
って（ふーん）。・・・吹き飛ばせるのか
なあっていう。うん。＜10秒＞
L31： なんかいやなことよりも、吹き飛ばす力
の方が強かったんですね（ふーん）。そ
していやなことが吹き飛ばされて（うん）、
ただの紙切れみたいに見える（うん）。
F32： うん・・・。＜16秒＞　そうだ吹き飛ば
すんだとか（うん）、私の力なんだ（ふ
んふん）、というふうには思えない（と
いうふうには思えない）。でもそうなの
かなあ～（ふんふんふん）ていう感じで
す（ふん）。それは妙に一体、風の感じ
が（うん）すごーい一体化している感じ
が（ふんふんふん）あって、・・吹き飛
ばせる力なのかなあ、点点点っていう
（ふーん、ふんふんふん）。うーん。＜40
秒＞　そんなふうになれるのかもしれな
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いなあって。
L31のリスナーが感じた“いやなこと
よりも、吹き飛ばす力の方が強かっ
た”ということには、フォーカサーは
まだ実感がない。
L32： なれる？なりえる？
リスナーは、「慣れる」か「なり得る」
かを確認している。
F33： そんなふうに吹き飛ばせるようになれる。
L33： 飛ばせるようになれる。そんなふうに吹
き飛ばせるようになれる。
F34： かなあって、ふふ。うん・・・。＜60
秒＞　（うん）
L34： 何か浮かんでいますか。
F35： うん・・＜70秒＞　うん・・なんか、今、
吹き飛ばす（うん）、力が（うん）、ある
ようには思えないんですけど（はーは
ー）。・・なんか、未来への暗示ってあり
ます？（うん、うんうん）そんな感じが
するんです。で、それはもう近い（ふー
んふんふん）、ような、そんなに遠くじ
ゃない（ふんふん）、で、・・なんか今生
きてる自分がいるじゃない、と思ったら、
そんなふうに、こう、なんだろう・・言
ってると・・なんか吹き飛ばして、風、
エネルギーですね（ふん）、吹き飛ばす、
こういう（ふんふん）エネルギーで（ふ
ん）、で、私にとってこういやな事実っ
ていうのは、なんかティッシュのように、
軽くピヨーンって（うん）飛んでいって
しまう（うんうん）っていうか。そ
の・・なんか吹き飛ばす感じが（うん）
支えになるっていうか。（ふーん、ふん
ふん） 
L35： ふんふんふん、吹き飛ばす力があったら、
そのいやな事実はティッシュみたいに飛
んでいく（うん）。ふん、その力が今は
あるかどうかわからないけど（うん）、
近いうちになんか出てきそうな気がして
いる（うん）。
F36： あるんだけど（うん）、どっかにあるん
だけど（あるどっかに、あー、どっかに
ある）、それがいま現実（うん）には出
てこない（うんうんうん）。あ、だから
奥の方なんですね（あーなるほど）、そう、
ちょっと遠いんです。感じられる感じが
（うんうんうん）、こう、なんだろう表面
じゃないんだけど、こう、近いよりは
（もうちょっと奥にある）、ちょっと奥の
方で（ふんふんふん）、今はなんか、耳
をこうして傾けたら（ふんふんふん）、
すごく注意をしたら（聞こえる）聞こえ
そうな、そんな感じなんですよ（ふんふ
んふん）、注意をしなかったら（うんう
ん）聞こえないような（うんうん）、聞
こえてるというか見えない（うんうん）
というか、そんななんかひそやかな感じ
なんです（ふんふん）、ですね。でもそ
れをちょっと見て、注意をして見ている
と（ふんふん）、なんか、それが、ずっ
と支えになって（ふんふん）、そのうち、
なんか大きく（ふんふんふん）、前に出
てくるというか、そんな感じですね（ふ
ーん）。・・そう。
L36： 奥の方に、奥の方に、あるんですよね
（そうそう）。まだね。でも見てると出て
くるような（うん）。ふー。
F37： うん、ほんとにね、耳をなんか澄ました
ら（あー）聞こえてくる（うんうん）よ
うな感じ。・・・あ、（うん）わかった、
あのね、そこにあるよって感じです（ふ
んふん、そこにあるよって）。ずっと深
ーくて、うん（なるほど）あまり近くに
ないんだけど（ふんふん、そこにあるよ）
そこにあるよって感じ（うんうん）、ああ、
そうそう。うん。
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L37： 耳を澄ませて、聞けば（うん）、ちゃん
とそこにあるよ、
F38： うんうん、そう。うん・・・　＜11秒＞
だから、そう、今すごい、すごい（うん）
感じられているのは、あ、そうかそうか、
そんな力があるんだっていうか（うんう
んうん）（涙）
L37のリスナーのリフレクションで、
フォーカサーは“うんうん、そう。う
ん・・・＜11秒＞”とフェルトセンス
に響かせさらに確認している。フェル
トセンスが変化し、“そんな力がある
んだ”と力を感じている。
L38： ほんとうに感じられている。
リスナーは、フォーカサーの内側から
感じられている力強さをリフレクショ
ンしている。
F39： うん、そう、あのね（ふん）すごーく深
ーい遠ーいところで（ふん）、でも、し
っかりとそこにあるという（ふーんふん
ふん）感じです。うん。　＜55秒＞（涙）
なんか、いつか吹き飛ばせるという感じ
が（ふんふん）こみ上げてるというか
（ふんふん）。
L39： その感じ、大事に見ておきたいですね
（はい）。こみ上げている。ふー。＜68
秒＞（息）
　　　今どうですか。
F40： うん、・・・なんか力強い感じ（ふんふ
んふん、ふー）、でいます。
L40： じゃあ、その力強い感じを感じて、十分
感じて、セッションを終わりましょうか。
F41： はい。＜70秒＞（息）・・って感じ（笑
い）（涙）ありがとうございました。
―フォーカサーは、セッションの最後F41を次
のように回想した―
　70秒の沈黙でフォーカサーは、内側から感じ
られている力強さを感じていた。沈静が十分に
守られ、フォーカサーには、リスナーがそこに
いるという感じとともに、あたたかい雰囲気が
広がっているのが感じられた。
　十分に感じ、目を開けると、リスナーがフォ
ーカサーの正面にしっかりと座っているのが見
えた。それは、セッションの始めに位置してい
たリスナーの位置とは少し違っており、フォー
カサーは、リスナーは十分に感じられるようし
っかりと守りつつ、目の前に存在していたのだ
と感じた。
Ⅲ　フォーカサー（クライエント）から
見たリスナーの応答の特徴
　フォーカサーから観察したリスナーの応答に
は、特徴が見られるので、リスナーの応答につ
いて先に考察する。リスナーの応答は、フォー
カサーの感じられている意味、フェルトセンス
の流れに添っている。フォーカサーがフェルト
センスに浸り、言い表すと、フェルトセンスが
変化していくという連続である。リスナーの応
答を見てみると、詳細な確認を行っており、フ
ォーカサーが感じているフェルトセンスをリス
ナーも一緒に感じようとしていることがわかる。
たとえば、L14「守っているよ、っていう意味
ね、そういう感じで力を持ってるんですね。ふ
ーん。」L24「で、うずまいてる？うずまいて
る？」L30「こう、こういうふうに吹いている
のが？」などのリスナーの発言にあるように、
フォーカサーが感じているのはどのようなフェ
ルトセンスか確認している。
　セッションの最後には、フォーカサーにとっ
ては、いやな事実で日常的に影響があることだ
と認識していたことが、自分の中にそれを吹き
飛ばす力があるということを発見した。フォー
カサーにとっての新しい局面が出現したのであ
る。これは、フォーカサーの生きる一歩であり、
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新しい理解であると言える。以下にこれらを生
み出したリスナーの応答を見てみたい。
　リスナーの応答は、L１～L40まで見てみると、
リフレクションの発言数が20（50%）、L５や
L13に見られるようなフォーカサーの発言につ
いての確認が６（15%）、L４やL29など沈黙の
ときに声をかけているものが３（7.5%）、L６
やL９などフェルトセンスへの問いかけが６
（15%）、L26,L27のようにフォーカサーの発言
（感じられている感じ）を受けてリスナーの言
葉として伝えているのが２（５%）、L17や
L39,L40のその他の数が３（7.5%）である。リ
フレクションが50%、それに加えて、問いかけ
（15%）、リスナーの言葉として伝える（５%）、
確認（15%）など、フォーカサーの感じられて
いる意味、フェルトセンスを指し示す応答が全
体の85%である。これによって、フォーカサー
は、フェルトセンスに留まり、リスナーと共に、
十分に感じることができたと言える。
　ジェンドリン（Gendlin，1968）は、我々が
感じている問題や困難さは単に認知的なもので
はなく、具体的に感じられる体験的困難さがあ
ると述べている。それ故にリスナーの体験的応
答⑴が指し示すのは、「より複雑な体験過程」
であり、「状況全体のフェルトセンス」でなけ
ればならないと示している（Gendlin，1968 
p.208）。フォーカサーは、リスナーのリフレク
ションなどによってフェルトセンスを指し示さ
れることで、フェルトセンスに留まり、direct 
reference （Gendlin，1968）できる。フェルト
センスには常に多くのimplicit （Gendlin，1968） 
な側面や複雑さが含まれているが、「もしセラ
ピストの応答が暗在的な複雑な体験過程を指し
示すなら、クライエントは困っていることを感
じたり探索したりすることが続けやすく」なり、
また「クライエントが感じられた意味（felt 
meaning）に“フォーカス”するときにのみ、
それはシフトし、そこからのみ、さらなる側面
が出現する」のである（Gendlin，1968 p.210）。
故にセラピストは、クライエントの発言をかな
り具体的に理解する必要がある（Gendlin, 1968 
p.213）。リスナーは、フォーカサーのフェルト
センスを理解し、指し示し、フォーカサーが感
じ続けるのを助ける。それによってフォーカサ
ーに新しい局面が開かれるのである。
　さらに、ジェンドリンはリスナー自身も自分
に注意を向け、相互作用的に応答することが重
要であるとしている（Gendlin，1968，p.217）。
逐語記録では、F26のフォーカサーの発言を受
けて、リスナーはL26で「風で吹き飛ばすみた
いな」とフォーカサーが発言していない言葉を
伝えている。リスナーにはそのように感じたと
考えられる。この言葉はフォーカサーにぴった
り合っていたようでF27で、「うんうん、そう
です。そうです」と同意している。そしてこの
「吹き飛ばす」をめぐってフォーカサーとリス
ナーの探索が続いていく。F31を受けてL31では、
リスナーは、「吹き飛ばす力の方が強かったん
ですね」と伝えているが、フォーカサーにとっ
ては、F32「私の力なんだというふうには思え
ない」と言っている。しかし、さらにこのフェ
ルトセンスを感じ象徴化していくことを続ける
ことで、F37「そこにあるよ」F38「そんな力
があるんだ」F39「いつか吹き飛ばせるという
感じがこみ上げてる」F40「なんか力強い感じ」
を感じると展開している。フォーカサーが感じ
ている意味、フェルトセンスも、リスナーが存
在することで、現れてくる。リスナーはフォー
カサーの流れに添い、自身にも注目しながら応
答し、フォーカサーは安心してフェルトセンス
に浸り続け、象徴化し、展開していくという相
互作用的なプロセスであったと言える。そして
このような関わりが成り立つプレゼンスをリス
ナーがもっていたと言える。
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Ⅳ　場を守るというリスナーのプレゼンス
　次にフォーカサーの内省報告よりリスナーの
プレゼンスを見てみたい。
　フォーカサーは上記セッションを終えて、次
のように内省報告を行い記述した。記述内のF
はフォーカサー、Lはリスナーである。
Fにとっては、過去の出来事でそれに付随する
気持ちもあり、現在にも影響力を持つものであ
り、消えることはない。しかし、今生きている
自分は影響されたり圧倒されたりするのではな
く、吹き飛ばす力を確かに持ち、つまりそれと
共に生きることができるのであるという体験で
あった。Lが感じ、理解したことばは、とても
助けになった。
　以下は、最終振り返りセッション第６回目
（X＋１年２月）のために、それまでの全５回
のセッションについて、逐語記録を振り返り、
セッションを思い起こしながら、フォーカサー
が感じたことを記述したものである。
全５回のセッション全体を通しての内省報告
５回のセッション全体を通して動きにくいフェ
ルトセンスによる戸惑いやもがきが感じられつ
つの取り組みであった。それは、実存的な問い
やゆらぎ、生き直しというのか新しく生きるこ
とへの一歩を踏み出すような性質のものであっ
たように思う。それ故に、リフレクションはも
ちろんであるが、Lのたたずまいそのものやう
なずき、とくに表情にかなり励まされた。これ
でいいのだという自分への信頼や肯定のような
ものであろう。これらは、からだで感じ、伝わ
ってくるようなものであると思う。また、じり
じりと進む進みにくさを感じているが、自分の
感じを大事にしながらことばにしていった。そ
のプロセスがそのまま受け止められ、それでい
いのだと励まされ、安心して自分の生き方に取
り組めたような感じであった。思いがけない展
開になったり、次第に明らかになっていったり
する。また存在そのものを自分でよしとしてい
けるということは、LがOKを送っているから
こそであるように思う。これらは、まさに人が
そこにいるという空間によって、Fが自分の存
在をかけて関わるようなことが［自分の内側と
十分に関わることが］できたのではないかと思
う。（［　］内は筆者の補足）
　以上の内省報告とセッション後の回想（逐語
記録の最後に記載）より、フォーカサーにとっ
てのセッションの意味とどのようにリスナーを
感じていたかを考察する。
　はじめに、フォーカサーにとってのセッショ
ンの意味は、第５回目逐語記録のセッションで
は、「吹き飛ばす力を持ち、それとともに生き
る」という生きる一歩になっており、また、５
回全体を通しての報告にもあるように、「新し
く生きることへの一歩を踏み出すような性質の
もの」であった。つまりセッションは、フォー
カサーにとって「何らかの意味が見出された」
セッションであり、それを可能にしたリスナー
のプレゼンスがあったと考えられる。
　では具体的に、フォーカサーはどのように感
じていたかを整理すると以下のようになった。
　⑴ リスナーが感じ、理解したことばは、とて
も助けになった。
　⑵ リフレクションに励まされた。
　⑶ リスナーのたたずまいそのものやうなずき、
表情に励まされた。
　⑷ 自分の感じを大事にしながらことばにして
いくプロセスがそのまま受け止められたこ
とで安心して取り組めた。
　⑸ 沈静が十分に守られ、リスナーがそこにい
るという感じとともに、あたたかい雰囲気
が広がっているのが感じられた。
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　⑹ リスナーは十分に感じられるようしっかり
と守りつつ、目の前に存在していたのだと
感じた。
　⑴、⑵、⑷はリスナーの応答の特徴である。
⑶では、リスナーの頷く表情や、たたずまいそ
のものというリスナーから感じられる全体的な
雰囲気をフォーカサーは感じている。⑸、⑹で
は、十分に感じられるようにリスナーが守って
いることや、リスナーの存在やあたたかい雰囲
気をフォーカサーは感じている。セッションに
おいてシフトしたフェルトセンスを最後に味わ
うことは、フォーカサーにとって重要なことで
ある。もちろん、セッション全体を通してフォ
ーカサーが十分に感じられることも重要である。
つまり、リスナーは十分に感じられるよう、そ
の時々の場を守る必要があると言える。
　以上の、フォーカサーの視点からのプレゼン
ス全体を含めてみると、プレゼンスは「包み込
むような関わり」の中にあると言い表わすこと
ができるのではないだろうか。
Ⅴ　総括
　そのセラピストがいるだけで感じられる雰囲
気がある。クライエントはそこから何か話した
くなったり、何かが浮かぶことがある。しかし
プレゼンスを、このようなセラピストから感じ
られる雰囲気と片付けてしまうと、捉えること
はできなくなり、研究として扱うのも難しい。
また、これまでのプレゼンスに関する記述は、
主にセラピスト側の視点であった。そこで本論
では、クライエントの視点より、セッションで
のセラピストの具体的な応答の特徴やクライエ
ントがどのように感じたかを考察し、プレゼン
スを探った。
　セラピスト（以下、リスナー）の応答の特徴
は、フェルトセンスを指し示し、浸り、象徴化
していくプロセスをクライエント（以下、フォ
ーカサー）と一緒に行っていることであった。
もちろん、リスナーがフェルトセンスを正確に
理解することやリスナー自身に注意を向けてい
ることなども含まれる。フェルトセンスは、リ
スナーとフォーカサーの関わりによって現れ、
リスナーは、リスナーとフォーカサーの関わり
の場を守っているということを本論は見出した。
しかし、プレゼンスは、リスナーの応答の特徴
が関係しているものの、応答だけで説明できる
わけではなく、リスナーがこれらの応答の特徴
を身につけたり、注目することによって、プレ
ゼンスを向上させる一助にはなるかもしれない
ことを明記しておきたい。
　また、本論で見出したのは、プレゼンスの一
側面である。プレゼンスは、リスナーがもって
いる何かであったり、ある固定されたリスナー
の姿や存在の仕方というリスナーの実体の構造
にあるのではなく、リスナーとフォーカサーの
関わりによって成立すると考えられる。本論で
はそれを「包み込むような関わり」と言い表し
た。プレゼンスは、まずは関わりである。そし
て、そこで現れたフェルトセンスをフォーカサ
ーとリスナーがともに留まり、浸り、探索し続
けることによって、フォーカサーにとっての新
しい局面が開かれ推進され、生きる過程の意味
が見出されるのである。
注１ ：  ジェンドリンは、著作The experiential 
responseの中で「感情の反射」と呼ば
れていたクライエント中心的なセラピ
ストの応答を、「体験的応答」と呼んで
いる。
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